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1ミdsumd

Thcauthorhasobservedonthedurationof

dcvelopmeptlemergenceandovipositionofthe

common house･Lly′Musca domesLIca vicina

Macq･inJapir),Theresultsal'e:

1･ LarvaeWerebredinthedccaylng bran''.･
andadultswereLedbydiluted peptonadded

ofl% sucrose･Bothnutrimentsshowed･good

deyelppmentOfthe･ycungstagesarid-cpeated

ovlpOSitionoftlleadultsrespectively･

2･ Thed'urationrequiredfordevelopment

ofeac王IStagelVas:

Te-p. Egg Larva Pupa ｡eSvehlO.rpt諾三ふt
25oC 0.5days5-10 4-11 9.5.

2LoC l ' 7110 8-12_ 10

Therangevarianceofdevelopment′tJndera

sametemperaturewasduetothedtlrationof

thirdinstarofーthelarvalstage.

3. The'rangebetween theかstand last

emergenceoLpupaewas8days.TheprolonT､
gationofpupalstagedid~notgooftenparall

liltothatoflarval･duration:OnelVhich

hadalongerlarvalperiodshowedoftcrishorト

er in-itsIPuPalduration.Largestntlmber

ofemergencewasseen､oiithe2nd申yofcmcr-

genCe'

4. ThepreovIPOSitioli.periodlVasinnuenccd

】)ytheadult'snutritiotlSCOnditionanditsho-

1Veddiffercneefrom 5daystollininl･CrSCly

proportionaltotheco,ncentrationsofI,CPtOn
0.125120.0%.

5. Number･ofpacliovipositcdeggshad

muchdiLrerenceto'eachotherandeggnumber

offirstovipositionwasthatthemini.TPum ll
andthemaximllm lOl.Theamountofeggs

ineachovIPOSitiollShowedaproperincl℃aS-

1rlg.anddecreasingCurveincachJiLc.

6; Thehighest frequency of ovIPOSition

madebyanadultfor60daysaft'eremergence

lVas9timesaveragebeing6time占.Theinterval

betweeneachovipositionhasprolongedacco-

rdingtothefrequencyoLovipositior).

OntheRel功.t)Ion】王etweenSizeofthesettling:DtlStApparattlSanal7hockDown .

Effectof♪･L･･TDDTPo滋dertoAdultsoftheCom血onIIotl苧efly (MuscadomesL,'ca

L･)･SttldiesotntheBiological 1Assayoflnsepticides･ⅩⅩlV･'sumio工叫ĜSA､,A(Takei､
Laboratory,InstitutefoilchemicalResea,chiKyotoIUniversity,Ohsaka).Receiv占d

Oct.31,1952.Bolyu-Kagahu17.138-143.1952.(withF.nglishresume,143).

24∴ 撤戦降下装置の大きさと DDT･粉剤のイエ人工成虫を落下仰抵せしめる効力と .

の掲倒こついて｡殺虫剤Z)生物試験にかんする研究三郎 4払 畢沢純夫こく京都大学化学

研究所武居祈死宣)27.10.31.受理

( Ⅰ.緒 言 一

㌧ 投出別路米製品の価値は,実際にこれをもちいた人

138

々の良識から判断せられた結果にもとづいて決められ

るべきものではあるが,実際位朋の結果はその芯塊
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条件が時と切卿 こよ()きわめて多岐にわたるた桝 こ,

かならずLも-1Itでない うらみがある｡そのためtu来

与るかぎt)突放のそれとひとしい辞城a'=付･をそなえた

ひとらの袋把をもうけ.粥択捉作を械掛 こ;ULn三して,

これによってその肪Aliを突放範的にもとめ.yS部位n)

の訪米を相対的に枇･BLようとする匁把がとられTJ｡･

そうした場合そこにもちいられる抜取は出来うろかぎ

I)実現のそれとひとしい条nJ･をもたもしめようとする

即 妙 ために,いき毎 ･畑 のもあとならざるをえな

いが,＼やがてこれを建設することの窪済的の理由乃至` -

操作上の邦易などに支配されて,次第にこれを小塑化

する方向にすすんで来るのが普通である｡雑著のこの

たびの実験も,雑著が今日までもちいて来た撒紛陣~ド

装斑を,どの程皮まで小型化することがLu来るか否か

をしろう'としておこなわれたものである,

本文には＼1る!こ先立ち･与の実験をおこない,与の

小菅をまとめるにあたって,いろいろと助力せられ串

柴u砂山子軌 こあつく感謝の意を来したい｡なお研究

巧の一部は昭和27年度文部省科学研究TT'(班会研究)め

PJJ成にfllつているム銘記して謝恋を衣する次約であるO

.ⅠⅠ.実 験 材絆

(i)ー供就中剤｡この突放に/もちいた p.〟-DDT

(mp.lO7-108oC)の10%粉剤は GlendonPyrophy- ､

lliteを的休とし, beh'zolを群雄とする榊 牢混合の

方法9) によL;調袈されたものである｡ 粉鮒の粒隊は

Tylerの捷準筋 325mesh 全通のもQ?であるが,そ

の粒昏分利 ま′ぁきらかでなtTd.,

(L2) 甥試昆乱 供託昆虫としてもちいたイ工,(ェ

MuscadomesE]caL･は･.豆隔粕増益 10)をもってその

幼虫を飼育し-,成中には小変粉の糊をあた左て飼弟し

た羽化筏4-5Hのもので,生理学的にもまた形態学的

にもほぼひと､しい恵広的性質をもっているものとみな ,

される恵槻系である｡

III.試験装置および方法

一袋冠の構造乃至=.れが操作の大要はすでにしろした

ところとおなじであるが8)大きさは妨1表乃至第1図

にしめすように,直盗および高さをそれぞれ 2cm お ･

よぴ 5･5cm.づつJm次に縮少せしめた7校のガラスシ

I)I/ダーをもち､や ,ーゆ L器底の円板は前畠 5cm･

の:q孔を-JJ-すもものを-糾 こもちい,また粉剤をWIl
せしめろ絶唱の:m斗もすべておなじものをもちい.拭

放浪作の方弘にも迩只のないようこころがけた｡.

･IV.実 験 結 果

大きさのことなる7手並の轍粉押~T.'鼓把に よっ.{.

♪,L･:-DDTIO%粉剤のイエバェの成虫を搭下仰転せ -

しめる効力をしら･<･た枯穴を試売すると.･妨l表のごて

とくである｡これは昭和27年9月16日に温度蕎tJ27oCの

実晩生において,雌枇混合の状態でおこなわオ正 紐果

主7

主6l

::5
?

:3

;2

節 17 貌

･Fjg.1. Rclativcsize of settling dust
apparatuscsuェcdintheexperiment.One

Ifourth ofactualsize.Shaded circleis

represcnting thesizeofrubber.plug.

であるが;放伐における各区の某計ではすべてにおい

てほぼひとしい性比をし妙している.

_ V.考 ,p･ 桑

考察を群易ならしめる手段として,節1表の結果を

nlis.S!)の probit変換法によって整理すると約2衣

のようになる｡.ここで 中は時間 Tを対数 t,致落下

仲宿虫数率 Yrをprob打 yhに変換 してもとめた時

町 致落下仰密虫数挙国信税の方程式 ykゴ5+a(I.-i)

の角係数,す なわち致落下仰席能率で.その逆数 1/a
-Jは変換された抵抗性の正加/JIz的相の把抑胴凸であ

る｡iは中央値で,致落下仰低山取分一触uLtL'tの･t-ド

の班の対数.その逆対数的でーーlog-IF'は中火致肝下

仰伝時m】である｡なお No･5,6.7.の姓矧 こ池 ､て!土

地nTIl-fJqJめ後糊において致落1.'仰ほ乃脚 が托下し,,同
相税がふたつの部分にわかれたが木泊では-LS:後者は

考t故の外において; 中火iJL好 ド仰摂山放率のえられる

同府壱A.す なわち処卿 与関の前半にあらわれた回稲脱

の数伯をもちいて考群をす しめることとする｡

peetrandGTadyVによっ七 1928J,r･tこはじめて拭 (

作されたいわゆる Pe9tGr･ldy 装控は,.1932iF･に

NAIDM～(Nat'ionalAssociationoflnsccticiqc

13lJ

)
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Tablel･-TimeT(min･)-percentknockdownYNdataofadultsofthectoT.momhouse-

fly(Muse.adomesL,'caL.)fortheL･,P'-DDTlo劣 p,owder､vhictiwereobtainedbithe

seven､kindsofsizeOfsettlingdustapparatus. ･

＼ l
､d;≡2r=illnerdiameter.

hz=height.I

I
Table2. Characteristicsofthetime-knockdownregressionユir)esofadultsofthe

commonhouse月y(Muscαdomestia-L.)~for.theタ,9･-DD_T IO% powderwhichwcrc

obtainedbythesevenkindsofsizc･ofsettingdustapparatus･

Codenumber
of

･lPParatlls

Standard
deviation

〃

Regression
coeLRcieni

b21/q

AIedianknock
Ldowntime

T(min.)

and7)isinfeetantManufacutu.ers)1)よって家庭

川故山剤映',iiのための公IiE法に托用されて今【=こいた

るが,木坂位は突放における呈内使用の場合と,あた

I-'かぎL)ひとしい状態l_=おい七試験がおこなわれるこ

とを川伽こ設計されたために,その内容掛.4..6フィー

11並加 こおよぷ大型な､ものとなつ七いる｡しかしこの

ような大型の抜道はこれな髄率的に腿任して,数多い

nJ紺 の1J'効蛇をつぎつぎに枚etj召していく'ことはきわめ

て(41肝 C･ある｡ためにこ.iLを小型化して,よ.)正砿な

相対的にひとしい数値がえられるような装鑑を試作す

ることが1ミichat･dson,147-PL'tterandHocking13)ら

によっておこなわれた｡しかしながら与･うした梨斑を

もちいてもなお,数多い試料の政党を鄭なく処理して

ゆくこ､とが恋のごとくできなし;たり,こうした一定装

旺内に供粥昆虫を派糊せしめておいて.薬液をDL生彩ナ

141).

ヽ

る方法を脱して,供託庄虫を一区割たとじこ旦ておき.

それに薬液を処刑 -る方法を一方たおいてと()あげる

ようにな.1た｡すなわち操作が迅速であることにくわ

A,さらに設備鍔が供血で:場所をとることがすくな

く;拭滴が均一に分布し,かつ飼倒姓昆虫L=も飛糊性 .

昆虫にもも●もいることができ,九 弧 その他の液状

投出剤にも適用 し与る cylindler型の追記をもちいる

方向に大方の研究が蓮められたのである｡滋初に･cy･

lipder 呈凹の･SWa･をもちいて試験をおこなった.のは

TatlcrsGeldanLIAlbrris151であるが,て ampbcll･

and Sullivan3,'古これとほぼひとしい ガラス割の

C女linderをもちいて同校の実験をおこなづた｡ Lや､

しそ三にもちいられた C与･1inder､まわづかに1個であ

I.)た｡Campbell.Su山1,anandTonesl)は.後日

換滋をよt)nE率的に唯進せしめるためt.I.6仰r細 野-
′▲

~ ′
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linderを一班松上にならべ spraygun を次から次

へとうつiカ淡を托用したが.RTにこの')JJ班はr･-･]氏等

7)によって凹摂紀のJ･.に前後に移勤し与るように6m

ゐ cylindcrを放射状にと()つけ.lcylinderを=Ti･HTL

にひきよせたとき,_そのTfL下に供紙皿山をいれた網是
がおかれるように設計された.いわゆる今日われわれ

A.;Campbellのtt)rntable波圧とよぷ法認を完成し

た.そしてそこにもちいられた glasscylind'erの大

き割も 外径 8･75inches=ゴ22･225cm.高さ 17

in.ches-43･18cm のものや,雑著が今日超微粉降下

装密としてもちいてきている glass.cilindefは,

これをと,)はづしてそのまま使用したものである｡こ

の CaTrPbe11turntable袋田は-Zermuhlenand

^llen16)らの示唆から吏に Camphcllnhd Sulli-▼
vanG卜によって小型化され.材料も金懸性になってい

ろ｡こうした試験装琵改変縮少化の践矧ま今回課者が .

この実験を一肌 ､立つ端緒となったものである｡

まづ布袋跡 こおいてえられた時7日ー致肝下仰庶出数

等曲線を芦察しでみよう｡●処毎時間の対数を榊 虹 と

E),これた対応する致落下仰転虫数率の累的qL-をゲラ ●

7の上にブロブ､1･すると,二者の問には明瞭な対数正

規性の決別があてはまることカ',わかる,このことから

いづれの袋田をもちいても時間の対数をとれば,これ

に対応する致搭下仰厄出敷革と′の開陳は.その累積し

た虫数率を適当な単位に変換することによってこれを~

田税化しうる放 縦采の方法によ?て和効皮の比較が

可能であるとい うことは,一応ゆるされるようである｡

つぎに致肝下仰転能率 b を見ると,蔚初のふたつの

′J､さな装控では5･わめて綬浸であるが,その後のもの ･

においては,大作ひとしtl歎舵をしめしているム同時

にまたこれらふたつの装冠によってえら Table

れた中央致落下仰揺時PJ'JPは,他の袋

把によってもとめられたそれよt)大きく

かつその増族の割合は No..3あ装辺を

境にして逆になっている｡普通照菰剤を

もちいておこなった宍玲結果は､処理業

況の対数と処理時間の対数とがひとつの

丙放関係をしめナことが先学者によって

多数はせられている｡これから逆に処理

邦故を-'jiiにして装記の大きさをかえた

学 界.17講

を?.与矧 こしてひいた税は,従来のかんか.え と同掛 こ

Ostwald.' の式をそれはあて時めきことが可憐セあ

る｡しかしここでこれとはまったく逆の開床をしめし

て三い:ろ N?･1-3の糞跡 こおt､てえられた枯R に

たいしてどのような説njlをくわえるべきかはむづbJL

小関旭である｡しかしあるいは簡単に把霞 5cm のゴ′ ■
ム栓が,ガラス河のそれにくらべて相対的に大きくな

173ているためによるものであると言いきってよいかも●
しれない｡すなわち.そ1.uまコ●ム壁にとまった-工は

ガラ去鞄 こきまうたそれよ･),かなL)長時間正位をた

もっていることができるからで,-ガラスの嘩両横が,相

･ 対的に∵苛す.(ない No･1の装蟹においては,-工

が逆に安対 Iz把如 ヒ校的長時間たもちう､る足場を多く

もっているために,こうした結果がえられたのではな

かろ与か｡そして No･4-7.においてi田螺の関係が

みられるのは,ガラスの底両税にたいするゴム栓の相

､対両統がイ工.,,'ェの落下仰牽引こ影野をあたえない程に

ちいさくなってきているためではなかろうか｡もしそ

ういうことがかえがえられる■ならば,光の装把の宇辞壬
よ()ち,Jむしろ底両班を考跡 こいれた方が適当であろ

うbすなわち厨rLl統 B の対数と時rtuの対数とが函数

関取 こあるとかんがえた方がよい.かもしれない.しか

しながら,そ_P)よは 郷 は L)もむしろ底両税の方が

那覇であるとする結論?詫づけには,なお高さを一定

にして臓両税のみをかえた染控を試作して実験をぉこ

-なってみることが必要であるoLかし今ここでは一応

筒さは考髭の外におくこととして,底両税のみをとE3

あげて考･'3;Liをすすめてみたい｡No･4-7の装置にお

いてえられた,Trf相の調掛も ′約3式のような数把と

なt).なお33､枚分析法1,=よってこれにたいする棚 性

3. Therelationbetweenlogtimetandlog

1)aseareaofsettlingdllStapparatusiatthe60°

･percenthock down,(Obtair!ed I)y theNo･4-7
apparatuses)･

Regressioneqll;ltion

t･+bl･b･- .a℡

precision告 10nf｡甘 '･1mCter

S空 IV(02) IV(bg)

i-0.2067237b=0.36349530.00000450.00000ll
bbeing
2.4462950

0.0000114

均糾ま.ガスの群へきの吸茄を考肋 こおいたと_しても,

ほは縮む-王の逆数の対数に対して閉校の刑をとるもの

とかんがえて･む支えなかろう｡JT阿耶者のおこなった

粉剤の切介にもこのPP.7糾ま応用できるかもしれない｡

すなわち布袋把の群71紬 もとめてその逆数の対数を拭

柚 ことL),御 伽こ中火致搭1:仰脚.刑 の対数を与って
みると.図にはしめさないが明的な2水の.ul相がえら

れる.そして･No･4-7の装於についてえられた枯湘

の 検 定 をおこなった結果は第4表のご と く.で あ る｡
第 3 表 の b.は時間一致落下仲居虫致率回 府税 の角係数

b と はことなる). ㌔

さ て ここでこの程線が No.1.Y3 の装 匠 か らえ ら

か た松 と交る点 ′すなわち媒両横の対 黙伯 に して 2.2

0 T' あ たL)の点に何らかの;C妹をもたせ か ,｡Pc2O5と

いうのは厨司の厄径にして約14.2titmで あ るが,.こ

の点はき3'そらく結尾5cmのゴム栓を布するガス刺 の

141･
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Fig.2.Th占'relationbetweenlogtimei､
andlogbaseareaofsettlingdustappara-
tusbLatthと5OpereAenlknockdown･ Th'e -
c r o sspointoftlVOlinesisabletoconsider/∫
t h ep r a cticalminimumsizeofbasea-ea L
W h en t h esettlillgdustapparatusisused
L o t ev a l u a tetheknockdowneffectiveness

･o f D D T powderusing adults"O{thecom-
m o n hou早eLly(Muscado,,Lest.'caL･)･

..Tabl64. Tableoftheanalysisofvariance
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個体問の千野があっ て丁度仰鹿 した ものが他の偶肘 こ

よっ七正位に もどされた L)-,またある胴体の飛糊激動

に.よらて一時的の仰輯状態を志起せ しむ るな どの こと

があう て記録が容易でTな くな E),其 の致 好 下仰按の効

力が卿 脚 の摩療干掛 こよっJTみだ され る傾 向が な い

とはt､えない.したがって,小塑装匿においてはそ う し

た理由か ら導入す る個体を自ら制限する必零 も 生 じ ,

感受''1.の個 体変異か ら生ず る誤益 を充分 小 さ い 範 田 に

とどめるためた,相 当大鼓 の個体 を も ち い な け れ ば 危

験回数を争 くーして.-そ うし た を 険 を 除 去 ず る 措 故 に で

なければ中らないであ ろ う ｡ 2 9 乃 至 3 0 個 体 の イ エ J l'.i
を導入 して観察が容 易 に で き ; 正 砲 に 記 録 し う る 装 把

の-* き割 ま,や は t) 計 算 の う え か ら も と め た 紅 盗 1 4 ･･2ucm桂皮のそ れ に , 大 体 一 致 し て く る ｡ そ し て ま たこれを操作する上 か ら 考 え な け れ ば な ら な い こ と は ,No.3以下の装冠で は 1.5 k g /c m 雪 の 圧 力 で 発 効 をI別け る主.かなL)の 知 撃 を 供 託 昆 虫 に あ た え , 同 時王こ上立をふきあげて薬剤を 装 冠 の 閉 脚 ･ら噴 出 漏 曳 せしめる危際がないとはいえない｡設lllbめための把f77.取扱上さして労力を事しない盃払 先晩切断を占7J-チる大きさなどの点からえる考ならば,小型である松よいこらは諭ずるませもないが,以上の点からyL'.えて班者の前 か々らもちいてきた撒粉降下装定は,イエJ;ェを供託昆虫とし.DDT粉剤の政党にかんするかぎL).

fortestinglinealityof代lationbetween

log-timeiandloghascareaofsettling dustapparatu.sbforthedatainTable3･

(o♭t.linedI,ytheNo.4-7appalratGses)∴

Variancedueto
IDfC.ge:de三moff.～Sum of

SquareS

Rcctilincarrelation
betweeniandb.
thelinearterm.

＼
/' slnglccuivatui･e.ー

fromstraightline,the
quadratictel･m

Errllr

0.0018179

-0,0000023

0.OUOOO66

_.I N′- 1-3 l o･0018268_1 -I

底板をもちい,-イエ111主を供試昆虫として DDT‥粉

剤の和効兜を評柾する場合の,抱扮降下装故として抑

少 化しうる別 ､配の数値を表現 しているのLさは転かろ

うかO:

一方_虫観的な観察記録の狸易から考察すると,DD

T･の披露によっておこる一時的の 多E托し飛糊状態が終

って,Jeがて器底に諮ll.仰威する投写軸こ達すると;そ

の観矧 ま底同位がおる程姥ひろい私 ､飼御 領宜に分

散 してくるから容易である｡･狭除な底両税では同時に
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.内鑑 14..29cm 桝 こ小型化されたものが.比和にた

える位抵阻であると結論することが可能である｡しか

し,､BHC のように,廻転性の錯乱状騒が肝稀の出現

においてみられる英剤や, pyrfth'ns, allethrins

のようにきわめて急速な放下仰癌虫数率のえられる弟

剤の校定にここうした小迅化された装斑がそのまま皿

､用 しうるか否かは.将来の研究にまたなければ結諭を

下すことができない｡

VI.摘 一 婁 -



ノヽ

′防 虫科 学

今E]まで;托者がもちいてきた内径 20cm.TSさ'43.

6cm の撤榔年下法矧 ま.どの柁収まやこれを,J､刊化

しうるカ..をしろために.この宍快はおこなわれたもの

である｡その約凪 氾霞 6cmの):ム栓を1J'ナ7jガラ

ス恥p底蚊をもちい.イェJIェを供託庄山とした頓介,

DDT 粉剤の放血 こかんするかぎ()打霞 14.29cm

程乾がこれを小型化して位mL与る舵中限のものであ

ると結論される｡_
/
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)くdSumi

Thisexperimentw.lS0;lrr:ed otlt'tofindthe

minimumsizeof･thesettling･dustapparattJs
whichisabletoel･aluatetheeLrectivcnessof

DDT powderusing 'adtlltsof'the common

houモeEly(M'LSCado"EeSt''caL･)･Fromtheresllllt

ofexperimentthelVirterc.oncluded that_the

apparatusoLliase;lreaOf14.29cmindiameter

istheminihtlmSizeforthatapparatllS.Itis

consideredthattherul}bcrplug of5cm iLn

diabeterhole(Iinbaseplatehaveanlarge

efrectonthespeedofL･nockdownofthe.com-

- monhollSCLly･̂Stllehouse8yis.abletokeep

itsnormalpostureontherubberplugLdrlon-

gertimethanontheglassplateeomparati-

vely･Du,totherelativeareaofglassplate

torubberplugintlleapparatusOfbase･area

tofbelow14.29cinindiameterI.issmallerthan.

thatl'ntheapparatllSOfbasearea･ofabove

-14.29'cm-wecどInnotCValllatethetrue色Lrectiヽ･e-

nessofknockdownqED工)Tpowdertoadults

ofthecommonhot】se8ybythe二apparatushav-

ingthebasetareaLelolV14.29cm indiamc-

′ter.

SttldiesonSynergistforhsecticideslX.Ont九eSynergisticActionofthesome

CompotlndsContainingTwo3,4-HethylenやdioxyphenylOrotlpSwi thPyrethrins･､

ⅠIiromichi-M T̂SUAARA (Dept.ofAg√.Chew.,Faculty ofAgr..Gffu:UnhでrSity)

′Receil,edNov.7,1952.Botyu-KagL7hzL-17,143.1952.(lYithEng)ishrestJmd147)

25 嚢琴の共力剤に関する研究 (第 9朝).2筒の ,3,4-恥 thylenedioxypllenyl養毛
･･有する放射 ヒ合物のt･t,I.-I)ンに対する兵力効果に就て 枚原弘道 (晩冬大学 Lt<[-i,:柿
艮芸化学孜'iif_)27.ll.7.受瑚

2節の3･4-methylenediox)l･f,henyl兆 (3.̂･･mc･ -OICf12-0-)'2'等であるが, 前二者.'D化学構造と.

ph･g･)を7J-+る化合物で pyrethrinsに対ul,A/)∫ ､~pyrethrjnsl言対する共力効欠とゐ謁係はH･u･,･7met

軌紫を和するものは･天然物ではsesami.HIRFH; al･̀1'により詳細に研究され pyrethrins●に対し共

712.R3--OICIT2-0-),(1)asarinin(IR1-ll;R2,R3 カ効光を:(け る泡には 3.4-me.ph.g.が必要である

=-OICI72-0-)及び hJ'nokinl'n (IIRl･R管主 との結論を和･比の'系列の非力剤発早の鵬 となった｡
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